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平
成
24
年
11
月
26
日
（
月
）、
石
川
県
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
石
川
県
、
財
団
法

人
石
川
県
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
当
協

会
が
主
催
す
る
「
シ
ニ
ア
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
─

そ
の
経
験
を
活
か
し
て
─
」
と
題
す
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

植
村
哲
石
川
県
総
務
部
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
、

関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
の
室
﨑
益
輝
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
「
シ
ニ
ア
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
〜
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
4
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
災
害
に
関
す
る

現
状
、
今
後
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
い
て
シ
ニ

ア
の
世
代
が
で
き
る
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
等
、
具
体
的
事
例
を
交
え
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
会
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

室
﨑
益
輝 

◉
超
高
齢
化
社
会

は
じ
め
に
日
本
の
社
会
の
現
状
を
見
る
と
、
超
高

齢
化
社
会
を
迎
え
る
時
代
に
来
て
い
る
こ
と
を
お
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
プ
ラ
ス
面
を
伸
ば

し
つ
つ
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
修
正
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

（
1
）
プ
ラ
ス
面

高
齢
化
自
体
は
、
社
会
の
安
全
化
あ
る
い
は
医

療
面
で
の
進
化
で
の
「
望
ま
し
い
成
果
」
で
あ
る
。

ま
た
、
元
気
な
（
健
康
な
）
高
齢
者
が
増
え
て
き

て
お
り
、
社
会
活
動
に
参
画
す
る
高
齢
者
数
が
増

え
て
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
知
恵
と

経
験
が
集
積
し
た
社
会
が
生
ま
れ
て
い
る
。

（
2
）
マ
イ
ナ
ス
面

家
族
構
成
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
特
有

の
リ
ス
ク
が
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
人
暮
ら

し
に
お
い
て
の
風
呂
で
の
溺
死
な
ど
リ
ス
ク
が
高
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。

◉
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
1
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し

て
は
、
次
の
4
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
災
害
の
巨
大
化

巨
大
災
害
に
は
減
災
で
対
応
す
る
べ
き
で
あ
り
、

減
災
で
は
人
材
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。
自
分
た

ち
だ
け
の
「
自
助
努
力
」
や
公
助
、
行
政
の
力
だ

け
で
は
な
く
「
共
助
」
と
い
う
考
え
方
が
必
要
。

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化

高
齢
化
、
過
疎
化
あ
る
い
は
都
市
化
に
伴
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰
退
し
、
従
来
の
よ
う
な
互
助
が

期
待
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。

③
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
化

行
財
政
の
改
革
な
ど
に
よ
り
小
さ
い
政
府
が
目
指

さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
行
政
に
依
存
で
き
な
く
な
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っ
て
き
た
。
行
政
は
マ
ス
ケ
ア
が
可
能
で
あ
っ
て
も
個

別
的
な
細
や
か
な
対
応
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
市
民
が
担
う
べ
き
公
共
領
域
が
増
加
し
て
い
る
。

④
新
し
い
市
民
社
会
の
形
成

市
民
活
動
の
高
揚
や
中
間
組
織
の
台
頭
（
社
会

福
祉
協
議
会
、
青
年
会
議
所
等
）
に
よ
り
市
民
相

互
の
助
け
合
い
と
支
え
合
い
に
よ
る
社
会
が
成
熟

し
つ
つ
あ
る
。

（
2
）
東
日
本
大
震
災
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
巨
大
で
か
つ
広
域
な
被
害

避
難
者
45
万
人
、
避
難
所
2
5
0
0
カ
所
、
圏

外
避
難
10
万
以
上
と
い
う
か
つ
て
な
い
無
数
の
被

災
者
が
お
り
、
少
な
く
と
も
1
日
2
万
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

②
被
災
自
治
体
等
の
甚
大
な
被
災

被
災
自
治
体
2
0
0
以
上
、
死
亡
し
た
自
治
体

職
員
3
5
0
人
以
上
。
自
治
体
と
し
て
の
応
急
対

応
や
被
災
救
護
の
機
能
を
補
完
す
る
専
門
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
必
要
で
あ
る
。

（
3
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
進
化

東
日
本
大
震
災
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

新
し
い
形
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
と
比
較
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
質
的
に
は

大
き
く
前
進
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
7

つ
の
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
協
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

連
携
、
協
働
の
正
四
面
体
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
、
大
学
の
連
携

②
「
待
つ
」
支
援
か
ら
「
引
き
出
す
」
支
援
（
押

し
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
足
湯
隊
な
ど
）

③
専
門
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
（
医
師
や
看
護

師
だ
け
で
な
く
、
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
ち
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

④
一
過
性
の
支
援
か
ら
継
続
性
の
支
援
へ

⑤
世
代
と
活
動
の
幅
の
広
が
り
（
団
塊
の
世
代
か

ら
中
高
生
ま
で
・
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
広
が
り
）

⑥
「
受
援
力
」
と
い
う
考
え
方
（「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
断
り
か
ら
の
転
換
」）

⑦
支
援
の
た
め
の
拠
点
の
形
成
（
受
入
れ
側
、
送

り
だ
し
側
、
そ
し
て
中
継
拠
点
）

◉
減
災
ま
ち
づ
く
り

（
1
）
地
域
密
着
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
と
な
り
、

地
域
の
様
々
な
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
資
源
を
い

か
し
、
高
齢
者
も
含
め
た
連
携
に
よ
り
安
全
で
安

心
で
き
る
社
会
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
。

（
2
）
内
発
創
造
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る
う
え
で
、
ひ
と
づ
く
り
、

き
ず
な
づ
く
り
、
こ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
が
欠

か
せ
な
い
。

①
ひ
と
づ
く
り
…
災
害
に
強
い
ひ
と
、
地
域
を
支

え
る
人
を
つ
く
る
。
学
校
教
育
や
家
庭
教
育
に

加
え
て
地
域
教
育
が
必
要

②
き
ず
な
づ
く
り
…
補
完
関
係
、
支
援
関
係
、
共

創
関
係
を
つ
く
る
地
域
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
自
主
防
災
組
織
が
必
要

③
こ
と
づ
く
り
…
力
を
合
わ
せ
、
み
ん
な
の
力
を

磨
く
機
会
を
つ
く
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域

の
減
災
風
習
が
大
切

④
ま
ち
づ
く
り
…
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

空
間
を
つ
く
る

（
3
）
連
携
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

多
様
な
人
々
が
そ
の
個
性
や
能
力
を
生
か
し
て

繋
が
る
こ
と
、互
い
に
補
完
し
あ
い
支
え
る
こ
と
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
求
め
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
消
防
団
員
や
社
会
福
祉
士
な
ど

様
々
な
職
能
や
特
性
を
足
し
合
わ
せ
た
り
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
地
域
で
の
見
守
り
な
ど
が
あ
る
。

◉
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
減
災

（
1
）
シ
ニ
ア
の
活
躍

高
齢
化
の
進
展
は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
あ
る
い
は
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
高
齢
者
を
、
次
々
に
社

会
に
送
り
出
し
つ
つ
あ
る
。（
東
日
本
大
震
災
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
2
〜
3
割
が
高
齢
者
・
豊
富

な
知
識
・
技
能
を
有
し
て
い
る
・
地
域
の
歴
史
に

詳
し
い
・
時
間
的
余
裕
も
比
較
的
持
っ
て
い
る
等
）

（
2
）
シ
ニ
ア
に
期
待
さ
れ
る
役
割

①
非
常
時
…
巨
大
災
害
が
起
き
る
と
自
治
体
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
企
業
も
機
能
不
全
に
陥
る
。
そ
の

機
能
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
豊
富
な
技
能
と
経
験

を
も
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
量
に
必
要
に
な
る
。

②
日
常
時
…
減
災
の
た
め
に
高
齢
者
に
期
待
さ
れ

る
役
割
は
無
数
に
あ
る
。（
地
域
の
語
り
部
、
地

域
の
改
造
家
、
地
域
の
潤
滑
油
と
し
て
の
役
割
）

以
上
、
今
後
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
貴
重
な
講
演
で
し
た
。


